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ナのサブクラス III SnRK2の機能欠損変異体である srk2d/e/i三重変異体が示す、乾燥ス
トレスに対して極度に弱い表現型を十分には説明できていない。水分欠乏ストレス耐性







サブクラス III SnRK2と物理的に相互作用する新規因子の探索  
サブクラス III SnRK2のうち、栄養生長期において根および葉の組織で強く発現して









証し、酵母において CBL-interacting protein kinase 26 (CIPK26)が SRK2Dと物理的に相互
作用することを示した。CIPK26 と SRK2D との植物体における物理的相互作用は、免







CIPK26、CIPK3、CIPK9 および CIPK23 遺伝子（以下、CIPK26/3/9/23 と表記）の植
物体における機能を明らかにするために、これら CIPK遺伝子を欠損した機能欠損多重
















サブクラス III SnRK2と CIPK26/3/9/23が調節する新規な生理応答の解析  
次に、サブクラス III SnRK2 が高濃度の外界 Mg2+条件下における植物の生長調節に
おいて何らかの役割を果たしているかどうか検証した。 
寒天培地上での評価系を用いて、高濃度の外界 Mg2+条件下における srk2d/e/i、
cipk26/3/9 三重変異体および cipk26/3/9/23 四重変異体の生育を評価した。前述の水耕栽
培系の結果と一貫して、cipk26/3/9 三重変異体および cipk26/3/9/23 四重変異体は、高濃
度の MgCl2（10あるいは 20 mM MgCl2）を含む培地において特徴的な生育阻害を示し
た。この評価系による生育試験により、20 mM MgCl2含有培地において srk2d/e/i三重変
異体も顕著な生育阻害を示すことが明らかにされた。このことから、CIPK26/3/9/23 に
加えて、サブクラス III SnRK2が高濃度の外界 Mg2+条件下における植物の生長維持にお
いて重要な役割を果たしていることが示された。 
次に、サブクラス III SnRK2 遺伝子(SRK2D/E/I)と CIPK26/3/9/23との遺伝的相互作用
を明らかにするために、SRK2D/E/I と CIPK26/3/9/23 の双方が欠損した七重変異体、
srk2d/e/i/cipk26/3/9/23を作出し、高濃度の外界Mg2+条件下における srk2d/e/i/cipk26/3/9/23
変異体の生育を評価した。高濃度の MgCl2（10あるいは 20 mM MgCl2）を含む培地に
おいて、srk2d/e/i/cipk26/3/9/23変異体は cipk26/3/9/23変異体と同程度の生育阻害を示し










現時点では、サブクラス III SnRK2 を介した Mg2+に対する感受性調節が乾燥ストレ
ス耐性獲得の過程において何らかの役割を果たしているかどうかは明らかにされてい
ない。今後、サブクラス III SnRK2を介した乾燥ストレス耐性獲得と Mg2+に対する感受
性調節との関連性を明らかにしていくための更なる研究の進展が望まれる。 
本研究で得られた結果は、サブクラス III SnRK2あるいは CIPK26/3/9/23を介したリ
ン酸化シグナリングが、植物の Mg2+感受性を調節していることを示唆している。今後、
これらプロテインキナーゼの標的基質であり、高濃度の外界 Mg2+条件下において Mg2+
感受性を調節している因子の同定を通じて、外界のイオン濃度の変化に応じて植物がい
かに細胞内の Mg2+恒常性を制御しているのかをより深く理解できると期待される。 
 
